
●防災訓練に参加しましょう
●応援します　ひとり親家庭
●募集　第１回救急フェア
　　　　　　　普通救命講習受講者
●募集　秋期スポーツ教室受講生
●がん検診・
　　　骨粗しょう症検診（集団検診）
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ね

特集

住み慣れたまちで
いつまでも

今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号
の合併号です。8月 15日号は発行しません。
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「在宅医療」とは
身体的な事情により、通院できなくなった場合などに、自宅で医師や歯科医師、薬剤師、
看護師などの訪問を受けながら治療・療養する医療のことをいいます。

▲「在宅医療」の一場面、藤本さん宅の様子（家族提供、インタビューは４ページ）

住み慣れたまちで　いつまでも

あ
な
た
自
身
や
、
あ
な
た
の
大
切
に
思

う
人
が
、
長
期
療
養
の
必
要
な
病
気
な
ど

に
か
か
っ
た
ら
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
頭
を
か

け
め
ぐ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
入
院
治
療
が
落
ち
着
き
、

退
院
後
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
と
き
、「
家

で
生
活
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
不
安

を
感
じ
る
一
方
で
、「
で
き
る
こ
と
な
ら
自

宅
で
療
養
し
た
い
」
と
思
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
し
前
ま
で
は
、
通
院
で
き
な
く
な
っ

た
ら
入
院
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
住
み
慣

れ
た
我
が
家
や
地
域
で
、
医
療
や
介
護
な

ど
の
制
度
や
支
援
を
利
用
し
な
が
ら
、
療

養
生
活
を
送
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
所
で
暮
ら
す
こ
と
が
幸

せ
な
の
か
は
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
作
る
た
め
の
し
く
み

づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
在
宅
医
療
」
に
関
わ
っ
て
い

る
人
や
し
く
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０

「在宅医療」という言葉を
　　　　　　知っていますか

知ってはいるけど…「在宅医療」への不安／県民・市民の意識

在宅医療という方法について、約８割の
人が知っていました。

「在宅医療」という方法を
知っていますか

Q２自宅で最期まで療養できると思いますか

「実現可能である」との回答は約１割で、「実現困難である」と
の回答が半数を超えていました。
「実現困難」の理由については、「介護してくれる家族に負担が

かかる」（78. ６％）、「病状が急に悪くなった時の対応に自分も家族
も不安」（60. ７％）との回答が多くなっています。

グラフ１　在宅医療の認知度

グラフ２　実現困難な理由

彦根医療福祉推進センター（くすのきセンター 2 階　 健康推
進課内）では、
▶訪問診療（往診）や訪問看護など在宅医療の推進
▶在宅医療や在宅での看取りについての啓発
▶医療福祉の現場で働く人々の活動のお手伝いや、医師や看

護師など多職種での連携支援のための勉強会「ことう地域
チームケア研究会」の定期開催

などに取り組んでいます。

知っていた
79.1％

知らなかった
18.6％

無回答
2.3％

人生の最期（看
み と

取り）をどこで迎えたいですか
人生の最期を迎えたい場所として、半数以上が「自

宅」を、次いで「病院や施設」を望んでいます。また、
「わからない」という回答もありました。

グラフ３　人生の最期を迎えたい場所は

市ではこんな取り組みをしています

　このように、自宅で最後まで暮らしたいと望み
ながら、実際にはさまざまな事情から、実現が困
難だと考えられていることが分かります。

また、厚生労働省による調査（2012）では、彦
根市内において、病院で亡くなる人が 73.1％、自
宅で亡くなる人が 16.3％となっています。この
ことからも本人や家族の希望と現実が異なるこ
とがわかります。

このような現状を踏まえ彦根市では、一人でも
多くの人が一日でも長く望まれる場所で安心し
て暮らせるために、取り組みを進めています。

ことう地域チームケア研究会の様子▲

資料　グラフ１・２：「滋賀県の医療福祉に関する県民意識調査報告
書 (2012)」グラフ３：「彦根市高齢者保健福祉計画・介護保険事
業計画アンケート集計結果報告書（2011)」

特
集

（％）

介護してくれる家族に負担がかかる

症状が急に悪くなったときの対応に

往診してくれるかかりつけの
医師がいない

経済的に負担が大きい

60.7％

35.1％

28.9％

36.0％

0 10 20 30 40 50 60 70 80

78.6％

症状が急に悪くなったときに、
すぐに病院に入院できるか不安である

自分も家族も不安である

0 10 20 30 40 50 60
（％）

自宅

わからない

その他

無回答

病院や施設

59.5％

14.3％

1.3％

13.7％

11.2％
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「
在
宅
医
療
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
自
治
会
な
ど
の
団
体

を
対
象
に
、「
在
宅
医
療
と
自
宅

で
の
看
取
り
」
に
つ
い
て
の
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
で

医
療
や
介
護
を
受
け
な
が
ら
療
養

生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

在
宅
看
取
り
を
経
験
し
た
家
族

や
医
師
、
訪
問
看
護
師
な
ど
、
市

内
で
活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
メ
ン
バ
ー
が
話
を
し
、
質
問

や
相
談
に
も
答
え
ま
す
（
１
時
間

30
分
ほ
ど
）。
費
用
は
無
料
で
、
参

加
者
は
一
団
体
20
名
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
詳
し
く
は

健
康
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▶
出
前
講
座(

旭
森
地
区
公
民
館
、
昨
年

10
月
５
日
）

「在宅医療」はこんなふうに行われています　〜体験談〜 インタビュー

藤本　香
か

暘
よ

子
こ

さん（長曽根南町）

最初は、自宅で母が療養生活を送ることは無理だと思っていました。食事
もできなくなり、入院先の病院からは「自宅に帰るのは難しいかもしれない」
と聞いていましたが、母の顔は寂しそうでした。不安はありましたが、ケアマ
ネジャーやかかりつけ医に相談して、「家に連れて帰ろう」と決めました。　
　自宅での母の顔は明るさを取り戻していました。そして、ついには食事がで
きるようになったのです。いろいろなことがありましたが、何かあったとき
にはすぐに訪問看護師やかかりつけ医がきてくれて、心配なことがあっても、
24 時間いつでも相談にのってくれました。皆さんの連携がきちんとできてい
たので、何も心配することはなく、自宅で最期を迎えることができました。
今では「家で看取ることができてよかったね」と家族みんなで話していま

す。自宅での療養は確かに大変で、きれいごとばかりではないかもしれませ
ん。でも、まわりに支えてくれる人がたくさんいるのだということを、多く
の人に知ってほしいと思います。私はいつでもみんなに頼っていました。不
安な人もいるかと思いますが、私もできたのですから、だいじょうぶです。

本人・家族
訪問

看護師

ケア

マネジャー

薬剤師

歯科医師 医師

医療

ソーシャル

ワーカー

ケアマネジャー
介護保険のサービスを使う場合に、本人や家族など
の相談に応じ、必要なサービスや支援を受けること
ができるよう、関係する専門職との調整を行います。
医療ソーシャルワーカー
医療機関の中の相談員として、療養中に生じる生活
面の問題に対して、さまざまな社会資源などを利用
して、解決のお手伝いをします。
訪問看護師
医師の指示のもと、医療処置や体調管理、からだの
清潔保持や床ずれ予防などを、直接訪問して行いま
す。
　その他、「理学療法士」、「作業療法士」、「言語聴覚
士」、「介護福祉士」、「保健師」などが支えます。
※医師による訪問診療は、身体的な事情により、通
　院困難な事情のある人が対象です。

私にもできたのだから、だいじょうぶ
６年前に母の介護を自宅で
始め、在宅医療を受けなが
ら、３年前に自宅で看取る。

さまざまな立場からみんなで支えます 「在宅医療」の考え方

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

相
談
を

自
分
で
決
め
ら
れ
る
の
な
ら
、

本
人
が
希
望
す
る
場
所
で
最
期
ま

で
過
ご
せ
る
こ
と
が
一
番
だ
と

い
う
思
い
の
も
と
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

本
人
、家
族
、地
域
の
み
ん
な
で

一
つ
の
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
チ
ー

ム
が
ど
う
機
能
す
る
か
に
よ
っ
て
、

最
期
の
過
ご
し
方
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

決
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
は
ど
こ
か
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
チ
ー
ム
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「在宅医療」は私たちが支えます

選
択
肢
の
一
つ
に

加
え
て
く
だ
さ
い

病
院
を
退
院
す
る
と
き
に
、
安

心
し
て
自
宅
で
療
養
で
き
る
よ
う

支
援
を
し
た
り
、
退
院
後
に
入
院

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
相
談
を

し
た
り
な
ど
、
自
宅
と
病
院
と
の

連
携
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

自
宅
で
療
養
し
て
い
て
も
、
治

療
が
必
要
に
な
れ
ば
入
院
し
て
、

治
療
が
終
わ
れ
ば
自
宅
に
帰
る
。

こ
う
い
う
選
択
肢
も
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
退
院
後
の
生

活
な
ど
で
、
悩
ん
で
い
る
人
は
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

山田クリニック
医師　
　山田　恭

きょう

造
ぞ う

さん

本
人
の

望
み
ど
お
り
に　

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
て
き

ま
し
た
が
、
本
人
が
自
宅
を
希
望

さ
れ
て
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
な

ら
、
そ
の
暮
ら
し
を
支
え
て
あ
げ

る
の
が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。必

要
な
人
に
は
24
時
間
体
制
で

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
訪

問
看
護
師
も
全
力
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。

家
族
だ
け
で
悩
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
い
ろ
ん
な
人
の
力
を
借
り
て
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
ょ

う
。

友仁訪問看護ステーション
すずらん
訪問看護師
　小林　美紗子さん　

　彦根市立病院
　　医療相談室
　医療ソーシャルワーカー
　　乾　昌

ま さ

典
の り

　

彦根愛知犬上介護支援専門員
連絡協議会　会長
ケアプランセンターどりーむ
主任ケアマネジャー
　　辻　広美さん　

遠
慮
せ
ず
に

「
在
宅
医
療
」
を

　
「
も
う
通
院
で
き
な
く
な
っ
た
。

入
院
し
た
方
が
い
い
の
だ
ろ
う

か
」
そ
ん
な
相
談
を
受
け
、
訪
問

診
療
が
始
ま
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
な
ど
と
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
診
療
を

行
い
ま
す
。

日
々
感
じ
る
こ
と
は
、
訪
問
診

療
を
始
め
る
前
も
始
め
て
か
ら
も
、

遠
慮
す
る
家
族
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

力
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
自

宅
で
過
ご
す
「
在
宅
医
療
」
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
で
す
。

インタビュー

特
集住み慣れたまちで　いつまでも

▲在宅医療の考え方の図
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防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
危
機
管
理
室

日
時　

８
月
23
日
㈯　

午
前
８
時

〜
正
午

場
所　

彦
根
中
学
校
（
西
葛
籠
町
）、

河
瀬
小
学
校
（
極
楽
寺
町
）

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

今
年
も
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

訓
練
は
、
大
雨
と
大
規
模
地
震

を
想
定
し
て
行
い
ま
す
。
主
会
場

の
彦
根
中
学
校
で
は
、
避
難
誘
導

訓
練
や
地
震
体
験
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
住
民
参
加
型
の
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
関
な

ど
が
実
施
す
る
水
道
・
ガ
ス
・
電

気
応
急
復
旧
訓
練
や
、
消
防
機
関

が
行
う
火
災
防
御
訓
練
な
ど
臨
場

感
の
あ
る
訓
練
も
観
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

　

避
難
誘
導
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
）、
水
防
訓

練
（
土
の
う
積
み
な
ど
）、
負
傷
者
の

救
出
救
護
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
応
急
復
旧
訓
練
、
救
援
物
資
の

搬
送
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
水
消
火

器
体
験
、
非
常
食
の
試
食
な
ど
。

　

河
瀬
小
学
校
で
は
、
避
難
所
開

設
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

原爆投下の日に
慰霊と平和の祈りを
ささげましょう

　  

　

広島市と長崎市での原爆死
没者の冥福と、世界の恒久平和
を願い、それぞれの家庭や職
場、地域で、原爆が投下された
時刻に黙

もく

祷
とう

をささげましょう。
原爆が投下された時刻

広島市　８月６日　8：15
長崎市　８月９日 11：02

訓
練
参
加
機
関

　

彦
根
市
、
彦
根
市
消
防
団
、
地

元
の
自
治
会
、
地
元
の
自
主
防
災

組
織
、
彦
根
市
地
域
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
、
ひ
こ
ね
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
関
係
各
機
関
、
防
災
各
関

係
機
関
、
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
㈱
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
総
務
課

　

わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
す
。
被
爆
者
の
苦
し
み
や

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
永
久
に
語

り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
核
兵
器
に
よ
る
過

ち
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ

う
願
い
、
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
心
に
平
和
の
尊
さ
を
し
っ
か

り
刻
ん
で
い
た
だ
く
た
め
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

※
彦
根
市
は
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
求
め
、
昭
和
58
年
10
月
１
日

に
「
核
兵
器
廃
絶
都
市
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

期
間　

８
月
４
日
㈪
〜
同
15
日
㈮

主
催　

彦
根
市
・
彦
根
ユ
ネ
ス
コ

協
会

協
力　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
・

公
益
財
団
法
人
長
崎
平
和
推
進

協
会
・
平
和
首
長
会
議
・
滋
賀

県
平
和
祈
念
館

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
☎

30-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

展
示
内
容

▼
被
爆
現
物
資
料
（
広
島
）　

▼
平
田
小
学
校
、
南
中
学
校
の
平

和
学
習
報
告　

▼
滋
賀
県
で
学
ぶ
戦
争
の
記
録

（
滋
賀
）
※
初
め
て
の
展
示
で
す
。

（
展
示
期
間　

８
月
４
日
㈪
〜
同
８

日
㈮
）

▼
若
葉
小
学
校
の
「
被
爆
ア
オ
ギ

リ
３
世
」
の
展
示
ほ
か
（
展
示
期

間　

８
月
11
日
㈪
午
後
〜
同
15
日
㈮
）

市
立
図
書
館
開
架
室

時
間　

月
曜
日
を
除
く
毎
日　

午

前
10
時
〜
午
後
６
時

展
示
内
容

▼
平
田
小
学
校
、
南
中
学
校
の
平

和
学
習
報
告

▼
原
爆
被
災
物
品
写
真
（
広
島
）

市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時
間　

火
曜
日
を
除
く
毎
日　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時（
８
月
４
日

㈪
は
午
後
１
時
か
ら
、
同
15
日
㈮
は

午
後
４
時
ま
で
）

展
示
内
容

▼
平
和
首
長
会
議
原
爆
ポ
ス
タ
ー

▼
原
爆
被
災
写
真
（
長
崎
）

▲緑あふれる学校▲ボランティアによる読み聞かせ ▲友達いっぱい集会「ウォークラリー」

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

20

　

彦
根
市
立
若
葉
小
学
校

所
在
地　

蓮
台
寺
町
１
８
０
番
地

創　

立　

平
成
８
年

児
童
数　

２
２
７
人（
平
成
26
年
５
月
）

教
育
目
標　

「
自
己
の
生
き
方
に
き
び
し
く　

人
の
心
に

や
さ
し
く　

と
も
に
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

若
葉
小
学
校
は
、
来
年
度
で
創
立
20
年
目
を

迎
え
る
新
し
い
学
校
で
す
。
開
校
当
初
に
植
樹

さ
れ
た
木
々
は
大
き
く
成
長
し
、今
で
は
、校
名

ど
お
り
緑
あ
ふ
れ
る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
縦
割
り
活
動
や
低
学
年
と

高
学
年
が
ペ
ア
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
友
だ
ち
い
っ

ぱ
い
集
会
」、「
友
だ
ち
見
つ
め
よ
う
集
会
」、「
友

だ
ち
あ
り
が
と
う
集
会
」
な
ど
を
開
催
し
た
り
、

ペ
ア
で
、「
わ
た
し
の
樹
」
の
観
察
や
高
学
年
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
て
、
全
児
童
が

仲
良
く
な
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
皆

さ
ん
な
ど
、
学
校
支
援
活
動
も
盛
ん
で
、
保
護

者
と
地
域
が
学
校
と
連
携
し
、
教
育
目
標
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進

会
議
・
専
門
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　　　口市
障
害
福
祉
課

①
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

専
門
委
員
会

内
容　

彦
根
市
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
と
進
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

日
時　

8
月
26
日
㈫　

午
前
９

時
30
分
〜
同
11
時
30
分

②
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

内
容　

彦
根
市
障
害
者
計
画

「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
進
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

日
時  

8
月
27
日
㈬　

午
前
９

時
30
分
〜
同
11
時
30
分

場
所　

①
・
②
い
ず
れ
も
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
多
目

的
室

そ
の
他　

傍
聴
席
は
10
席
程
度
で

す
。
入
場
は
先
着
順
で
す
。
会

場
で
受
付
簿
に
①
氏
名
②
住
所

③
年
齢
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
が
、
手
話
通
訳
な
ど
が
必

要
な
場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

議
事
に
対
し
、
拍
手
な

ど
で
賛
否
な
ど
を
表
明
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
写
真
、
ビ
デ
オ

な
ど
の
撮
影
や
録
音
な
ど
を
し

11
月
１
日
㈯
〜
同
30
日
㈰

一
部
臨
時
休
館
し
ま
す

　　　　　　　　　　口市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

　

空
調
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、

本
館
部
分
を
臨
時
休
館（
11
月
１
日

㈯
〜
同
30
日
㈰
）
し
ま
す
。
皆
さ
ん

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
「
き
ら
き
ら

ひ
ろ
ば
」
は
、
ア
リ
ー
ナ
で
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
次
号
以
降
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番

な
い
で
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
な
ど
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

今
年
度
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

　　　　　　　　　　　　　　　　口市
障
害
福
祉
課

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
人
（
現
在
所
得
制
限
な

ど
で
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人
を
含

む
）
に
、
８
月
上
旬
に
「
現
況
届
」

「
所
得
状
況
届
」
な
ど
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
期
限
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
「
現
況
届
」
な
ど
を
２

年
間
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
を

失
い
ま
す
。

提
出
期
間

▼
８
月
11
日
㈪
〜
９
月
10
日
㈬

※
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
は
、
日
常
生
活
で
常
に

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
重

度
障
害
児（
者
）に
、
ま
た
特
別

児
童
扶
養
手
当
は
障
害
児
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

耐
震
工
事
の
た
め
閉
館

稲
枝
地
区
公
民
館

西
地
区
公
民
館

　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
生
涯
学
習
課　

稲
枝
地
区
公
民
館
と
西
地
区
公

民
館
は
、
11
月
か
ら
平
成
27
年
１

月
ま
で
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
閉
館
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
公
民
館
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
工
事
終
了
後
以

降
の
予
約
な
ど
は
、
移
転
先
の
事

務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
各

公
民
館
の
移
転
先
の
事
務
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
移
転
先

で
の
電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▼
稲
枝
地
区
公
民
館
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

43-

４
０
４
１
番

　
【
移
転
先
】　

稲
枝
支
所
（
田
原

町
）

▼
西
地
区
公
民
館
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２
９
５
７
番

　
【
移
転
先
】　

彦
根
市
役
所
中
央

町
仮
庁
舎
（
中
央
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲昨年の防災訓練
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便
利
に
な
り
ま
し
た

運
転
免
許
の
申
請

滋
賀
県
警
察
本
部

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
米
原
市
、

守
山
市
）に
自
動
更
新
受
付
機
を
導

入
し
、
機
材
・
窓
口
も
増
設
し
て

更
新
手
続
き
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
と
お
り

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

▼
県
内
居
住
の
人
は
、
ど
こ
の
警

察
署
で
も
全
て
の
申
請(

更
新
、

記
載
事
項
変
更
な
ど
）
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

▼
持
込
写
真
に
よ
る
免
許
証
作
成

の
受
付
場
所
・
時
間
を
大
幅
に

拡
大
し
ま
し
た
。

▼
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
各
種
申

請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

し
て
印
字
・
作
成
が
可
能
で
す
。

守
山
市
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

で
更
新
を
行
う
場
合
、
日
曜
日
の

午
前
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
平

日
ま
た
は
日
曜
日
の
午
後
に
来
場

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
県
警
察

本
部
運
転
免
許
課
☎
０
７
７-

５
８
５-

１
２
５
５
番　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.pref.
shiga.lg.jp./police/

ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
消
費
実
態
調
査

口市
企
画
課

こ
の
調
査
は
、
９
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
皆
さ
ん
に
家
計
簿
に

収
入
や
支
出
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
国
民
生
活
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

全
国
の
世
帯
か
ら
統
計
的
な
方

法
に
基
づ
い
て
選
ば
れ
た
２
人
以

上
の
世
帯
員
か
ら
な
る
世
帯
と
、

単
身
の
世
帯
に
お
い
て
調
査
を
行

い
ま
す
。
対
象
の
世
帯
に
は
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
全
国
や
都
道

府
県
別
な
ど
の
詳
細
な
統
計
デ
ー

タ
と
し
て
、
国
や
地
域
社
会
に
密

着
し
た
消
費
者
行
政
、
福
祉
行
政

な
ど
に
役
立
つ
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し

て
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

法
的
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

ま
ず
は
「
法
テ
ラ
ス
」
へ

　　　　　　　　日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法

選
挙
セ
ミ
ナ
ー

「
投
票
率
の
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
」

〈
趣
旨
〉
市
民
の
皆
さ
ん
に
選
挙
や
、投

票
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
彦
根
市
の
投
票
率
の
向
上
に

つ
い
て
話
し
合
う
選
挙
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
２
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
は
、
滋
賀
県
知
事
選
挙

の
投
票
率
を
受
け
て
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
ま
す
。　
〈
日
時
〉８
月

９
日
㈯　

午
後
３
時
30
分
〜
同
６
時　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
お
お
む
ね
20
歳
以
上

の
人　
〈
定
員
〉30
人
（
先
着
順
）   

〈
参
加

費
〉
無
料　
〈
申
し
込
み
〉
セ
ミ
ナ
ー
実

施
主
体
「
誰
の
ま
ち
や
ね
ん
彦
根
」
に

Ｅ
メ
ー
ルhikonedarem

achi@
gm

ail.
com

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

９
８
２
０
番
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ

先
〉

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

と
こ
と
ん
玄
宮
園
！

〜
発
掘
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
庭
園

の
本
当
の
姿
〜

〈
内
容
〉
文
化
財
の
専
門
職
員
が
、
発

掘
調
査
で
判
明
し
た
玄
宮
園
の
調
査
資

料
や
復
元
、
整
備
し
た
状
況
を
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。〈
日
時
〉
８
月
24
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
（
小
雨
決
行
）　

〈
集
合
場
所
〉
玄
宮
園
東
側
入
口
前
（
金

亀
町
）   

〈
対
象
〉 

日
本
庭
園
に
興
味
の

あ
る
人　
〈
定
員
〉50
人（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉
１
０
０
円
（
資
料
代
）　
〈
申
込
期

限
〉８
月
１
日
㈮
〜
同
22
日
㈮　
　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財

課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）

☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ルbunkazai@

m
x.hikone.ed.jp　

※
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の

午
前
10
時
に
決
定
し
、
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

子
育
て
講
座

「
子
ど
も
の
思
い
と

大
人
の
願
い
」

〈
内
容
〉
子
ど
も
の
心
と
体
の
育
ち
に

つ
い
て
知
り
、
親
が
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
学
び
ま

す
。　
〈
日
時
〉８
月
26
日
㈫　

午
前
10

時
〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
生
後
５
か
月
〜
３
歳
の
子
ど
も
と

保
護
者　
〈
定
員
〉25
組（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉１
組
に
つ
き
２
０
０
円　
〈
申
込
期

間
〉
８
月
18
日
㈪
〜
同
22
日
㈮
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
５
時　
〈
持
ち
物
〉筆
記

用
具
、
飲
み
物
な
ど　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１

５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応援します　ひとり親家庭
　

ひとり親家庭を応援する制度が、下表のとおりあります。それぞれの支援には、所得制限や適用要件がありま
す。詳しくは各課にお問い合わせください。

テ
ラ
ス
）
は
、国
が
設
立
し
た
公
的

な
法
人
で
す
。

「
金
銭
問
題
、
離
婚
、
相
続
、
成

年
後
見
、
労
働
問
題
な
ど
法
的
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
」「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

…
」そ
ん
な
時
、一
人
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
解
決

に
役
立
つ
法
制
度
の
紹
介
や
、
相

談
窓
口
の
情
報
を
無
料
で
案
内
し

て
い
ま
す
（
経
済
的
に
余
裕
の
な
い

人
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
は
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
や
必
要

に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
費
用
の

立
替
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

ま
た
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た

人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
法
制
度
の
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
の

案
内
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
経
験

や
犯
罪
被
害
者
支
援
に
理
解
の
あ

る
弁
護
士
の
紹
介
な
ど
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

法
テ
ラ
ス
滋
賀

☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
４
５

４
番
、
法
テ
ラ
ス
犯
罪
被
害
者

支
援
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０-

０
７
９-

７
１
４
番　

彦
根
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
変
更（
素
案
）

国
、
県
お
よ

び
市
の
指
定
文

化
財
の
追
加
や

変
更
、
各
事
業

期
間
な
ど
の
変

更
や
記
載
文
の

時
点
修
正
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

都
市
計
画

課
景
観
・
ま
ち
な
み
保
全
室

（
市
役
所
２
階
）、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
（
同
１
階
）、
支
所
、
各
出

張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
限　

　

８
月
１
日
㈮
〜
９
月
１
日
㈪

（
必
着
）

提
出
方
法　

都
市
計
画
課
景

観
・
ま
ち
な
み
保
全
室
に
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市

計
画
課
景
観
・
ま
ち
な
み
保

全
室
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

toshikeikaku@
m

a.city.hikone.shiga.jp

広
報
ひ
こ
ね

６
月
１
日
号
表
紙

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
広
報
ひ
こ
ね
６

月
１
日
号
の
表
紙
の
回
収
に

努
め
て
い
ま
す
。

６
月
15
日
号
に
挟
み
込
ん

で
い
る
封
筒
に
表
紙
を
入
れ

て
市
役
所
に
返
送
し
て
い
た

だ
く
か
、市
役
所
や
支
所
、各

出
張
所
な
ど
の
施
設
へ
直
接

お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
け
っ

こ
う
で
す
。

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報

政
策
課
広
報
係
☎
30-

６

１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　子育て支援課
☎23-9597、FAX26-1768

各種相談 母子自立支援員や、各地域のひとり親家庭福祉推進員が各種の相談
に応じます。

ひとり親家庭の親が、安定した就労のために、資格や技術取得など
の教育訓練講座を受講したときに、受講料の20%を補助します。

自立支援教育訓練
給付金

母子家庭等高等職業
訓練促進給付金

ひとり親家庭の親が、安定した就労のために、２年以上の修業を要す
る看護師や介護福祉士、保育士などの資格取得養成学校で修業した
とき、一定期間支給します。

母子・寡婦（かふ）
福祉資金の貸し付け

母子家庭・寡婦家庭の子が、高校や大学などに就学・修業したとき
の就学支度資金や、修学資金などの貸付制度があります（事前審査あ
り）。※父子家庭は、法律の改正で10月から対象になります。

児童扶養手当の支給 父母の離婚などにより、ひとり親になった家庭の親、または親に代わっ
てその児童を養育している人などに支給します。

保育などで手助けが
欲しいとき

保育園での一時保育やファミリー・サポート・センター事業、家庭生
活支援員派遣事業などが利用できます。

子育て支援事業
利用の助成

保護者の病気や急な用事などで、社会福祉法人やＮＰＯなどが実施す
る「子育て支援事業（一時保育を含む）」を利用したときに、利用料の
一部を助成します。

就労に関する相談 就労・転職を希望する人に、プログラム策定員が関係機関と連携し
ながら就労に関するサポートを行います。

扶養親族などがある人は、所得税や住民税で寡婦（寡夫）控除が受
けられることがあります。税の軽減 　税務課

☎30-6140、FAX22-1398

医療費助成制度 医療機関を受診したときの医療費を助成します。 　保険年金課
☎30-6136、FAX22-1398
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「
平
成
27
年
新
成
人
の
つ
ど
い
」

実
行
委
員

〈
内
容
〉「
新
成
人
の
つ
ど
い
（
平
成

27
年
１
月
11
日
㈰
開
催
）」
に
向
け
て

実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
祝
賀
記

念
交
歓
会
の
内
容
の
企
画
、
当
日

の
運
営
を
行
い
ま
せ
ん
か
。　
〈
対

象
〉
今
年
度
に
新
成
人
と
な
る
人

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
活
動

意
欲
の
あ
る
人　
〈
定
員
〉20
人
程

度　
〈
募
集
期
間
〉
８
月
１
日
㈮

〜
９
月
12
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
23-

９
１
９
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル 

seijin@
m

x.hikone.ed.jp

「
交
流
都
市
と
彦
根
の
観
光

と
物
産
展
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
出
店
者

▼
共
通
事
項

〈
開
催
日
時
〉10
月
31
日
㈮
〜
11
月

３
日
（
月
・
祝
）　

午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　　

〈
出
店
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
駐
車
場　
〈
申
込

期
間
〉
８
月
１
日
㈮
〜
同
22
日
㈮　

午
後
５
時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
公
益
社
団
法
人
彦
根
観
光
協

会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
９
１
９
番　

※
同
協
会
事

務
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

順
）　
〈
費
用
〉
大
人
は
千
円
、子
ど

も
は
入
館
料
な
ど
の
み
実
費
負
担　

〈
申
込
期
間
〉８
月
６
日
㈬
午
前
９

時
〜
同
27
日
㈬
午
後
５
時　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
財
団

法
人
滋
賀
県
国
際
協
会
彦
根
事
務

所
☎
26-

３
４
０
０
番
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ http://w

w
w

.s-i-a.or.jp/

小
・
中
学
生
対
象

彦
根
マ
イ
☆
（
ス
タ
ー
）

〈
内
容
〉
家
庭
で
の
自
主
学
習
や
、

継
続
し
て
い
る
取
り
組
み
を
表
彰

し
ま
す
。  

〈
対
象
〉 

市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
〈
部
門
〉
①
マ
イ
☆

１　

家
庭
で
の
自
主
勉
ノ
ー
ト
部

門　

②
マ
イ
☆
２　

ず
っ
と
続
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
部
門　
〈
提

出
物
〉
①
自
主
勉
強
ノ
ー
ト
１
冊

②
成
果
が
わ
か
る
も
の
。
ノ
ー
ト
、

映
像
、
作
品
な
ど
。　
〈
応
募
期

限
〉
12
月
18
日
㈭
（
必
着
）　
　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

※
提
出
す
る
ノ
ー
ト
や
作
品
物
な

ど
に
、
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
学
校
名
⑤
学
年
⑥
応
募
部
門

を
記
入
し
た
応
募
票
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
票
は

各
学
校
で
も
ら
う
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

の
部
」
に
つ
い
て
、
各
選
者
が
特

選
３
句
、
入
選
15
句
を
選
定
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
と
入
選
句

集
を
贈
り
、
入
賞
作
品
を
俳
遊
館

で
展
示
し
ま
す
。　
〈
選
者
〉
北

川
栄
子
さ
ん
、
寺
村
滋し

げ
るさ

ん
、
野

瀬
章あ

や

子こ

さ
ん　
〈
そ
の
他
〉
他
の

俳
句
誌
な
ど
へ
の
二
重
投
句
や
類

想
句
、
類
似
句
が
判
明
し
た
場
合

は
、
発
表
後
で
も
入
選
を
取
り
消

し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
俳
遊
館 

（
〒
５
２
２-

０
０

６
４　

本
町
一
丁
目
３-

24
）
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

６
８
４
９
番　

※
火
曜

日
は
休
館　

※
は
が
き
１
枚
に
３

句
以
内
を
楷
書
で
書
き
、
は
が
き

表
面
の
差
出
人
欄
に
①
郵
便
番
号

②
住
所
（
ふ
り
が
な
）
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
） 

④
俳
号
（
ふ
り
が
な
）
⑤

電
話
番
号
⑥
中
学
生
以
下
は
学
校

名
（
ふ
り
が
な
） ・ 

学
年
を
書
い
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所

表
彰

〈
趣
旨
〉彦
根
市
と
彦
根
商
工
会
議

所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に

お
け
る
障
害
者
雇
用
の
理
解
を
広

め
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労

の
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇

用
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業
所

を
表
彰
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉彦
根

地
域
（
彦
根
商
工
会
議
所
、
稲
枝
商
工

会
の
地
区
）
の
事
業
所
で
、
次
の
４

つ
の
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
所　

※
重
度
障
害
者
多
数

雇
用
事
業
所
や
就
労
継
続
支
援
事

業
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
な
ど
は
除
き
ま
す
。
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
事

業
所
は
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
①

障
害
者
雇
用
に
理
解
と
熱
意
が
あ

り
、
積
極
的
に
障
害
者
雇
用
を
推

進
し
て
い
る
こ
と　

②
職
場
実
習

や
委
託
訓
練
な
ど
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
な
ど
、
障
害
者
雇
用
施

策
に
協
力
し
て
い
る
こ
と　

③
き

め
細
や
か
な
職
務
配
置
、
職
場
改

善
な
ど
を
行
い
、
職
場
定
着
に
積

極
的
に
努
力
し
て
い
る
こ
と　

④

そ
の
他 

特
に
障
害
者
雇
用
お
よ

び
障
害
者
の
福
祉
に
貢
献
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と　
〈
そ
の

他
〉
11
月
中
旬
に
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。
表
彰
を
受
け
た
事
業
所
は

広
報
ひ
こ
ね
や
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。　
〈
応
募

期
限
〉
９
月
９
日
㈫　
〈
応
募
・
問

い
合
わ
せ
先
〉　

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６

７
６
番　

※
障
害
者
雇
用
に
関
わ

る
団
体
の
長
に
よ
る
推
薦
、
ま
た

は
事
業
所
に
よ
る
自
薦
応
募
と
し

ま
す
。

商
工
課
・
彦
根
商
工
会

議
所
（
中
央
町
）・
稲
枝
商
工
会
（
稲

部
町
）
に
あ
る
、
推
薦
調
書
・
応

募
用
紙
を
、

商
工
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

を
書
い
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
物
産
展

〈
対
象
〉市
内
で
営
業
し
て
い
る
事

業
主
や
会
社　
〈
費
用
〉販
売
手
数

料
と
し
て
、
売
り
上
げ
の
20
％

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
対
象
〉
市
内
在
住
の
個
人
、ま
た

は
市
内
に
所
在
地
が
あ
る
団
体
で
、

営
利
を
業
と
し
て
い
な
い
も
の

（
公
共
機
関
は
対
象
外
）　

※
飲
食
物

の
販
売
は
11
月
１
日
㈯
〜
同
３
日

（
月
・
祝
）　
〈
費
用
〉
１
ブ
ー
ス
当

た
り
５
千
円

滋
大
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉
11
月
１
日
㈯
・
同
２
日

㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
午

前
９
時
受
付
）　
〈
場
所
〉
滋
賀
大
学

経
済
学
部
（
馬
場
一
丁
目
）（
雨
天
時

は
体
育
館
の
み
。
屋
外
は
中
止
） 〈
出

店
料
〉
１
区
画
（
屋
内
外
）
５
０

０
円　

両
日
７
０
０
円
（
１
ブ
ー

ス
３
メ
ー
ト
ル
×
３
メ
ー
ト
ル
）
※
１

店
舗
に
つ
き
２
区
画
ま
で  

〈
出

店
数
〉
１
０
０
区
画
（
屋
内
外
そ
れ

ぞ
れ
50
区
画
。
先
着
順
で
す
が
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
受
付
は
行
い
ま
す
）　

〈
申
込
期
間
〉
８
月
１
日
㈮
〜
９

月
30
日
㈫　
〈
そ
の
他
〉　

詳
し
い

内
容
は
、
申
込
時
や
送
付
資
料
な

ど
で
後
日
連
絡
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
大
祭
実

間
〉
８
月
25
日
㈪
〜
同
29
日
㈮
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　
〈
持

ち
物
〉
筆
記
用
具
、
飲
み
物
な
ど　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子

ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー　

星
空
教
室

〈
内
容
〉９
月
９
日
に
満
月
を
迎
え

る
中
秋
の
名
月
を
ゆ
っ
た
り
と
星

空
を
堪た

ん

能の
う

し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
９

月
５
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
〜
同

９
時
30
分　

※
悪
天
候
時
は
中
止　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）〈
対
象
〉
天
文
に
興
味
の
あ

る
人　
〈
参
加
費
〉
３
０
０
円
（
小

学
生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当
日
午
後
４
時
以
降
に
開
催
の

有
無
を
確
認
し
て
か
ら
来
館
し
て

く
だ
さ
い
。

第
１
回
救
急
フ
ェ
ア

普
通
救
命
講
習
受
講
者

〈
内
容
〉

消
防
本
部
で
は
、
９

月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
お
よ
び

「
救
急
医
療
週
間
」
に
伴
い
、
普

通
救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。
講
習

終
了
後
に
修
了
証
を
渡
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉
９
月
６
日
㈯　

午
後
１

時
〜
同
４
時　
〈
場
所
〉
ビ
バ
シ

テ
ィ
彦
根
（
竹
ヶ
鼻
町
）
２
階
研
修

室　
〈
定
員
〉
▼
普
通
救
命
講
習

①
（
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
）
30

人　

▼
普
通
救
命
講
習
③（
小
児
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
）
10
人
（
い
ず
れ

も
先
着
順
）〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

期
限
〉
８
月
25
日
㈪
午
後
５
時
15

分　
〈
申
込
先
〉
消
防
署
本
署
、南

分
署
、
北
分
署
、
犬
上
分
署　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉

消
防
本
部
警
防

課
☎
22-

０
３
３
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

９
４
２
７
番
※
各
消
防
署
に

置
い
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

彦
根
市
テ
ニ
ス
親
善
交
流
会

〈
内
容
〉テ
ニ
ス
愛
好
者
の
親
善
を

図
り
ま
す
。
年
齢
別
の
硬
式
ダ
ブ

ル
ス
で
、
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
を
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉９
月

７
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜　

※

雨
天
時
は
同
14
日
㈰　
〈
場
所
〉金

亀
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
金
亀
町
）　

〈
費
用
〉
千
円
（
保
険
料
含
む
）　

※

彦
根
市
テ
ニ
ス
協
会
員
は
７
０
０

円　
〈
申
込
期
限
〉
８
月
31
日
㈰　

〈
持
ち
物
〉
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、ラ

ケ
ッ
ト　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
彦
根
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
彦
根
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
内
、原
町
）

☎
26-

３
６
６
１
番　

※
彦
根
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
留
学
生
と
一
緒

に
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
＆

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
内
容
〉
ア
メ
リ
カ
の
留
学
生
と

一
緒
に
英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

親
子
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん

か
。
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日

本
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
、
松
原
町
）

の
プ
チ
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

も
体
験
で
き
ま
す
。　
〈
日
時
〉

９
月
23
日
（
火
・
祝
）　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　
〈
場
所
〉
黒

壁
（
長
浜
市
）
周
辺　

※
集
合
・
解

散
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ　
〈
対
象
〉
県
内

に
在
住
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
保
護
者　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着

行
委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
担

当
（
〒
５
２
２-

８
５
２
２　

馬
場
一

丁
目
１-

１
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

１

１
３
７
番
▼
郵
便
申
込
①
住
所
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電
話
番
号
④

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
出
店
日
⑥
希

望
会
場
（
屋
内
か
屋
外
）
⑦
区
画
数

⑧
駐
車
場
（
１
区
画
１
台
）
の
要
否

⑨
出
店
内
容
⑩
お
お
よ
そ
の
販
売

価
格
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
※
９
月
30
日
㈫
必
着
▼
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
込
（
８
月
24

日
㈰
〜
同
30
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、郵
便
申

込
と
同
じ
内
容
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
（
24
時
間
受
付
）　

第
48
回
滋

大
祭
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shidaisai-official.jim
do.

com俳
遊
館　

俳
句
作
品

〈
投
句
の
決
ま
り
〉
彦
根
城
、玄
宮

楽
々
園
、
埋う

も
れ

木ぎ
の

舎や

の
ほ
か
、
戦
国

な
ど
彦
根
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た

は
四
季
を
通
じ
て
の
「
雑ざ

つ

詠え
い

」
で
、

自
作
、
未
発
表
の
も
の
を
１
人
に

つ
き
３
句
以
内　
〈
投
句
料
〉
無

料　
〈
申
込
期
間
〉８
月
１
日
㈮
〜

９
月
15
日
（
月
・

祝
）（
当
日
消
印

有
効
）　
〈
賞
〉

「
一
般
の
部
」

「
小
・
中
学
生

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉９
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
時
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）　 〈
場
所
〉彦
根
城
大

手
前
公
園（
金
亀
町
）　
〈
出
店
料
〉

１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　
〈
申
込
期

限
〉
９
月
１
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
生
活
環
境
課（
〒
５

２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-
２
）
☎

30-

６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
27-
０

３
９
５
番
※
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
出
店

希
望
日
⑦
搬
入
車
両
番
号
を
、
返

信
の
表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を
そ

れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

子
育
て
講
座

「
親
子
で
ス
ト
レ
ッ
チ
」

〈
内
容
〉
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
に
合

わ
せ
て
ダ
ン
ス
・
体
操
な
ど
を
し

て
、
親
子
で
体
を
使
っ
た
遊
び
や

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
す
。　

〈
日
時
〉９
月
８
日
㈪　

午
前
10
時

〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　

〈
対
象
〉
２
歳
児
・
３
歳
児
（
平
成

22
年
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

生
）
の
子
ど
も
と
保
護
者　
〈
定

員
〉
35
組
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１

組
に
つ
き
２
０
０
円　
〈
申
込
期
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市民体育センター  秋 期 スポーツ 教 室 受 講 生 募 集 ！

教室名（内容）
　親子体操教室
いろいろな運動あそびの中
で親子のスキンシップを
図ってください。

　チビッコ体操教室
リズム体操やボール・マッ
ト・跳び箱･平均台･鉄棒遊
びやストレッチに慣れ親し
み、健全な体づくりに役立
ててください。

　ジュニアスポーツ教室 
マット・跳び箱･平均台などを
使った体操やボール運動・キッ
ズダンス・トランポレクササ
イズを楽しみながら健全な体
づくりに役立ててください。

　フィットネス教室
癒やしから筋トレまで楽し
く体を動かし、心身のリフ
レッシュ・体力づくりに役
立ててください。
①太極舞
太極拳の動きや呼吸法、
中国の伝統武術や民俗舞
踏の要素を取り入れ、中
国音楽に合わせて踊る新
しいエクササイズ
②エアロビクス＆ボディ
　シェイプ
③ステップエアロ
④夜ヨガ
⑤ヨガ
⑥エアロビクス＆ボディ
　ケア

　シニア健康体操教室
リズム体操・ストレッチなど、いろ
いろな運動を楽しみながら、健康の
保持･増進に役立ててください。

期間・時間

9月5日～11月21日
金曜日10：00～11：00

9月3日～12月3日
水曜日14：00～15：00
9月3日～12月3日
水曜日15：15～16：15
9月1日～12月15日
月曜日14：30～15：30
9月1日～12月15日
月曜日15：45～16：45

9月6日～11月22日
土曜日10：00～11：00

9月1日～12月15日
月曜日10：00～11：30

9月3日～12月3日
水曜日10：00～11：30

9月3日～12月3日
水曜日18：30～19：30
9月3日～12月3日
水曜日1９：40～20：40
9月4日～11月27日
木曜日   9：30～10：30
9月4日～11月27日
木曜日10：4５～11：45
9月5日～11月21日
金曜日19：00～20：30
9月5日～11月21日
金曜日13：30～14：50
9月5日～11月21日
金曜日15：00～16：20

A

B

A

B

　①
  

  
　②

   ③

　
　④　
　　　

A

B

　
　⑥

   Ａ
　
   Ｂ

４歳児（平成21年4月2日
生～同22年4月1日生）
各コース35人

５歳児（平成20年4月2日
生～同21年4月1日生）
各コース35人

16歳以上
45人(託児有)

16歳以上
45人(託児有)

16歳以上
45人
16歳以上
35人

16歳以上
各コース
35人(託児有)

16歳以上
45人

55歳以上
各コース45人

回数・費用

全12回
6,600円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
6,000円

全12回
6,000円

全12回
5,400円
全12回
5,400円

全12回
5,400円

全12回
6,000円

全12回
5,400円

申込方法　⑴か⑵のいずれかの方法で申し込んでください。
⑴市民体育センター窓口（受付 8：30～19：30）　返
信用はがき、またははがき代52円をお持ちください。
⑵往復はがき　往復はがき往信の裏面に、①受講希望
教室名・コース名②受講生氏名③年齢（生年月日）④
郵便番号⑤住所⑥電話番号⑦託児希望の有無（該当
教室のみ）を書き、返信の表面にも住所、氏名を書
いて、彦根市民体育センターに申し込んでください。
申込期限　⑴、⑵とも8月10日㈰（消印有効）
▶申し込みは、市内に在住・在勤・在学 ( 園 ) の人に
限ります。

▶申し込みは、各教室の各コースごとに１人１枚に限
ります。連名での申し込みはできません。

▶申込者多数の場合は、抽選のうえ、受講者を決定し
通知します。

▶託児は有料です (１人１回につき200円 )。託児の対象
は、生後６か月以上（9月1日現在）から小学校就学
前までです。

問い合わせ先　彦根市民体育センター（〒522-0002
　松原町3751-７）☎23-2293、FAX23-2294
※毎週火曜日と祝日の翌日は休館日。都合により、日
時・内容などを変更する場合があります。

コース・対象・定員

３歳児（平成22年4月2
日生～同23年4月1日生）
と保護者 25組（託児有）

小学１～３年生
35人

①
  

  
②

⑤

１

２

３

４

５

※秋期もスマイルダイエット教室を開催します。詳しくは、広報ひこね9月1日号でお知らせします。

試験区分 人　員 職 務 内 容 受 験 資 格 受付期間・試験日など

次の要件をいずれも満たす人
①昭和 56 年 4 月 2 日から平成
9年４月１日までに生まれた人

②身体障害者手帳の交付を受けて
いる人

③介助人なしに職務の遂行が可能
で、かつ、自力での通勤ができ
る人

④活字印刷文による採用試験の出
題に対応できる人

身体障害者対象
一般事務

1人 一般行政事務

受付期間
　8 月 1 日㈮～同 18 日㈪
の8：30～17：15

　（土・日曜日は除く）
　※郵送の場合は18日㈪の
消印有効

試験日
　9月２1日㈰

※保育士・幼稚園教員につ
いては、今年度から統一
して採用を行います。

受験申込書等の配布場所、
受験の申し込み、問い合わ
せ先
　人事課（市役所４階）
☎30-6106
FAX22-1398

市職員を募集します

保育士
幼稚園教員 6人 保育業務および

関連する行政事務

次の要件をいずれも満たす人
①昭和 59 年 4 月 2 日以降に生
まれた人

②保育士の登録をした人（平成 27
年3月31日までに登録見込みを含む）
③幼稚園教諭１種または２種の免
許を有する人（平成 27 年 3 月
31日までに取得見込みを含む）

昭和 63年 4月 2日から平成 9
年４月１日までに生まれた人

2人
初級

土木技術

土木に関する計画、
設計、監督等の業務
および関連する行政
事務

2人初級
消防職員

消防業務 (深夜を含む
交替制勤務 )

理学療法士 2人 理学療法士の資格を
有する人（取得見込みを含む）

試験区分 人　員 受 験 資 格

1人 臨床検査技師の資格を
有する人（取得見込みを含む）

臨床検査
技師

昭和 54 年
4月2日以
降に生まれ
た人

医療事務の経験が5年以
上あり、診療情報管理士
の資格を有する人

1人診療情報
管理士

昭和 29 年
4月2日以
降に生まれ
た人

受付期限・試験日など
受付期限
　8月22日㈮
　8:30～ 17:15（土・日曜
日は除く）※郵送の場合は、
22日㈮の消印有効

試験日
　8月31日㈰

受験申込書等の配布場所、
受験の申し込み、問い合わ
せ先
市立病院事務局職員課
☎22-6050（内線3517）
FAX26-0754

採用予定日

平成27年
4月1日

平成27年
1月1日
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建物の防火安全情報
「表示制度」が始まります

消
火
器
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い

①
７
月
１
日
か
ら
、
催
し
の
主
催

者
・
露
店
等
の
開
設
者
が
、
祭

礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示

会
そ
の
他
多
数
の
者
の
集
合
す

る
催
し
（
※
２
）
に
お
い
て
火
気

を
取
り
扱
う
場
合
は
、
消
火
器

（
※
３
）
を
準
備
し
た
う
え
で
使

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
署
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い

②
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展

示
会
そ
の
他
の
多
数
の
者
の
集

合
す
る
催
し
（
※
２
）
で
対
象

火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
露
店

等
を
開
設
す
る
場
合
は
、
開
催

の
３
日
前
ま
で
に
「
露
店
等
開

設
届
出
書
」（
※
４
）
を
消
防
署

へ
２
通
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ち
ら
も
７
月
１
日
か
ら
届
出

義
務
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

ま
で
と
同
様
の
行
事
を
行
う
場
合

で
も
、
新
た
に
届
け
出
が
必
要
で

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
の
例
と
し
て
、
自
治
会

な
ど
の
夏
ま
つ
り
で
、
ガ
ス
こ
ん

ろ
を
用
い
て
鉄
板
で
や
き
そ
ば
を

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知

山
市
で
行
わ
れ
た
花
火
大
会
に
お

い
て
多
数
の
被
害
者
が
発
生
し
た

火
災
を
踏
ま
え
て
、
彦
根
市
火
災

予
防
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

対
象
火
気
器
具
等
（
※
１
）
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し

た
ほ
か
、
屋
外
に
お
け
る
催
し
の

防
火
管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
た

め
、
大
規
模
な
催
し
を
主
催
す
る

者
に
対
し
て
、
防
火
担
当
者
の
選

任
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
の

計
画
の
作
成
等
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
条
例
改
正
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
き
く
関
わ

る
も
の
で
あ
り
、
大
規
模
な
催
し

に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、

一
部
を
除
き
届
け
出
の
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

調
理
し
、
販
売
し
た
り
す
る
場
合

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

※
１
対
象
火
気
器
具
等

　

具
体
例
と
し
て
は
、
ガ
ス
こ

ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
、
発
電
機
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
な
ど
に
な
り

ま
す
。

※
２
多
数
の
者
の
集
合
す
る
催
し

　

運
動
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
の

学
校
行
事
、
自
治
会
行
事
な
ど

地
域
社
会
が
行
う
祭
り
な
ど
一

定
の
社
会
的
広
が
り
を
有
す
る

も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
近
親
者
に
よ
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
花
見
な
ど
個
人
的

な
行
事
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
３
消
火
器

　
「
消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を

定
め
る
省
令
」（
昭
和
39
年
自
治

省
令
第
27
号
）
第
１
条
の
２
第

１
号
に
定
め
る
消
火
器
の
う
ち

適
切
な
も
の
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。（
水
バ
ケ
ツ
・
エ
ア
ゾ
ー
ル

式
の
簡
易
消
火
器
具
お
よ
び
住
宅
用

消
火
器
は
適
切
な
も
の
に
は
当
た
り

ま
せ
ん
）

※
４
「
露
店
等
開
設
届
出
書
」

　

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
消
防
関

係
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

　

防
課
☎
22-

０
３
３
２
番
、
消

防
署
本
署
☎
22-

６
１
１
９
番
、

同
南
分
署
☎
43-

５
６
７
０
番
、

同
北
分
署
☎
23-

０
１
１
９
番

夏
ま
つ
り
な
ど
で
火
気
器
具
を

　
　

使
用
す
る
場
合
は
届
出
を
！

彦
根
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

①
安
全
栓
を
抜
く

②
ホ
ー
ス
を

　

火
元
に
向
け
る

③
レ
バ
ー
を

　

強
く
握
る

消火器の操作方法

一昨年に発生したホテル火災を受け、
不特定多数の人が宿泊する建物の火災に
よる惨事を防止するため、「表示」とい

う制度が定められました。
ホテル・旅館などからの

申請に対して消防機関が審
査を行い、消防法令等の防
火基準に適合していると認
めた建物に「表示マーク」

（上図）を交付する制度です。
今年４月から交付申請を受け付け、８

月１日から、ホテル・旅館等への表示
マークの掲出とホームページでの表示
マークの使用が始まります。

任意の制度ですから、表示マークが掲
出されていなくても法令違反ではありま
せんが、掲出されている建物は、一定の
防火基準に適合していることを利用者に
お知らせすることができます。
　対象となる建物は、３階建て以上で、
収容人員が30人以上のホテル、旅館な
どです。
問い合わせ先　 消防本部予防課☎22-

0332、FAX22-9427
●

8月21日木曜日午後１時から

催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

街 中 サ ロ ン 8月6日㈬、同23日㈯
10：00～14：30

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

清 掃 セ ン タ ー
施 設 見 学 会

8月7日㈭
10：00～11：30

　 清 掃 セ ン タ ー
（ 野 瀬 町 ）

内容：清掃センターの施設見学を行います。
対象：小学校3年生以上　定員：20人（先着順）
申込期間：8月１日㈮～同６日㈬
　生活環境課☎30-6116、ＦＡX27-0395

彦根城博物館出張講座
あなたの街の歴史探訪
「西地区（城北・城西
小学校区）の歴史」

9月6日㈯
10：00～11：30

博物館学芸員が古代から近代にかけての地域の歴史を紹介
します。
費用：100円　定員：100人（先着順）
彦根城博物館学芸史料課☎22-6100、FAX22-6520

西 地 区 公 民 館
（ 本 町 一 丁 目 ）

9月6日㈯
14：00～

楽しいおはなしの
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊び、大型絵本など
ひこね児童図書研究グループ

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

絵本を楽しむつどい 9月13日㈯
14：00～

絵本の読み聞かせ、手遊びなど　　　　　
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

9月20日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

ひ こ ね で 朝 市 8月17日㈰
8：00～12：00

極楽湯彦根店前駐車場
（ 西 沼 波 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」
特 別 講 座

8月20日㈬
13：30～15：00

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
3 階 会 議 室 1

内容：講師に作業療法士・福祉用具プランナーとして活
躍されている廣田岳尚氏をお迎えして、在宅介護で悩
んでいる家族・専門職を対象とした講座を開催します。
定員：50人（先着順）
申込期間：8月1日㈮～同15日㈮
介護家族のつどい「ほっこり」（小宮さん）☎・FAX23-0009

元気21歩こう会
8月21日㈭

9：00～11：00
（集合9：00）

集 合 場 所 ：
龍 潭 寺 前 駐 車 場
（ 古 沢 町 ）

松原町にある下水道事務所を見学しながらウォーキング
をします。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

フ ァ ミ リ ー
コ ン サ ー ト

8月31日㈰
①13：00～
②15：00～

いなえ少年少合唱団による演奏会を親子で楽しんでいただ
きます。（①と②の内容は同じです）
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
ホ ー ル

9月17日㈬
11：00～

おひざでだっこの
お は な し 会

絵本、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

彦 根 城
樹木ウォッチング

9月7日㈰
9：00～12：00

彦根城の樹木やオニバスなどを観察します。
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具　費用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邉さん）☎28-3867

集 合 場 所 ：
彦 根 城 黒 門 前
（ 金 亀 町 ）

市立病院　市民公開講座
「前立線がんについて
～がんもどきから
本 物 ま で～」

8月27日㈬
16：00～17：00
（受付15：30～）

泌尿器科の医師が、前立線がんについて詳しく話します。
定員：60人（先着順）
市立病院がん相談支援センター
☎22-6050（内線1252）、FAX22-6093、
メール gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

市 立 病 院 3 階 講 堂
（ 八 坂 町 ）

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

仕事のこと、家族のこと、地域のことなど、困りごとの
相談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-2821、FAX22-2841

毎週水・金曜日
（祝日は除く）
13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所 　 福 祉 セ ン タ ー
別 館 2 階 相 談 室

法律相談
毎月第３月曜日午後

こころの悩み相談
毎月第1月曜日午後

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場
の人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、
さまざまな相談に応じます。

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

ウィズ相談室
総 合 相 談

専門相談は、総合相談を受けたあとで、必要な人のみ予約
できます。
「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」では臨床
心理士が相談に応じます。

ウィズ相談室
専 門 相 談

　男女共同参画センター
「ウィズ」

（　福祉センター前）
相談専用ダイヤル
☎21-5757

☎27-2400
（相 談 専 用 電 話）

市役所などでの手続き、生活の中で困ったことなどの相
談に、３つの言語で応じます。
水曜日＝英語、木曜日＝ポルトガル語、金曜日＝中国語
※8月6日㈬の英語の相談はありません。

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

10：00～12：30
13：30～16：00

多 言 語 電 話 相 談

学校支援室
（　 教育委員会学校教育課内）

☎24-7977

いじめの悩み、ご相談ください。苦しい現状から立ち直
れるよう、教育現場の経験者や臨床心理士が相談に応じ
ます。 ※匿名可。家族からの相談も受け付けます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
9：00～17：00

い じ め 相 談
ほ っ と ラ イ ン

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日
  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（ 　 元 　 町 　 ）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます。（祝日を除く月～金曜日）
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230

身
内
が
病
院
に
運
ば
れ
た
と
し
て
も
、
病

院
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
電
子
メ
ー
ル
で
連
絡
を
し

て
く
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
悪
質
業
者
の
手
口
の
一
つ
で
、
私
た
ち

を
心
理
的
に
あ
わ
て
さ
せ
て
、「
コ
チ
ラ
」
を

ク
リ
ッ
ク
さ
せ
た
い
だ
け
な
の
で
す
。　

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
注
文
し
て
い
な
い
か
ら

と
、「
コ
チ
ラ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
に
遭
い
、
有
料
情
報
サ
イ
ト

（
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
、
一
方
的
に
登
録
完
了
と
な

り
高
額
な
支
払
を
請
求
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

者
の
サ
イ
ト
）
に
導
か
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
安
易
に
「
コ
チ
ラ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
信
し
な
い

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

▼
家
族
や
友
人
な
ど
特
定
の
ア
ド
レ
ス
だ
け

を
受
信
す
る
設
定
に
し
て
お
く

▼
不
審
な
電
子
メ
ー
ル
は
開
か
ず
に
す
ぐ
に

削
除
す
る

▼
迷
惑
メ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る

電
子
メ
ー
ル
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、
危

険
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
お
か
し
い
な
ぁ
」
と

思
っ
た
時
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１

４
４
（
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時

15
分
）

突
然
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、【
病
院
よ
り
緊
急
連
絡
、
自
動
配
信
メ
ー
ル
】
が
届
い
た
。

そ
の
内
容
は
、『
ご
身
内
の
方
が
交
通
事
故
に
あ
い
、
命
に
関
わ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
メ
ー
ル
は
緊
急
連
絡
先
指
定
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ
れ
て
い
る
身
内
の
指
定
の
方
に
、
自
動

で
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。』
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。
メ
ー
ル
の
続
き
に
は
、

こ
れ
か
ら
搬
送
先
に
お
い
て
緊
急
オ
ペ
が
開
始
さ
れ
る
、
搬
送
先
の
病
院
を
表
示
す
る
の
で

「
コ
チ
ラ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
と
あ
っ
た
。
何
気
な
く
ク
リ
ッ
ク
を
す
る
と
個
人
情
報

の
入
力
画
面
が
表
示
さ
れ
た
の
で
画
面
を
閉
じ
た
。

そ
の
１
時
間
後
、
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
か
ら
テ
レ
ビ
の
注
文
確
認
メ
ー
ル
が
届
き
、

身
に
覚
え
の
な
い
方
は
「
コ
チ
ラ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
、
放
置
す
る
と
商
品
が
届
く

こ
と
も
あ
る
と
い
う
内
容
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
ク
リ
ッ
ク
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
が
、
不
審
に
思
っ
た
の
で
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
情
報
提
供
し
た
い
。

第6
7回

電
子
メ
ー
ル
の
「
コ
チ
ラ
」
を
ク
リ
ッ
ク
？

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　

すぐに登録し
てください。

登録はコチラ
↓

自動受付

※特に記載のないとき、相談料は無料です。

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

ア ル コ ー ル 相 談
アルコール依存症等の問題について、本人や家族の相談
に精神科医師、保健師が応じます。（予約制）

9月5日㈮
14：00～16：30

彦 根 保 健 所
（ 和 田 町 ）
    ☎22-1770
FAX26-7540

8月22日㈮
13：30～15：30

心の健康に不安を持つ本人や家族から、困っていることや
生活の様子などを聞き、必要に応じて医学的指導、医療機
関や施設の紹介などをします。（予約制）

こころの健康相談

保 険 料
土 曜 納 付 相 談

毎月1回、土曜日に相談窓口を設けて、国民健康保険料、
介護保険料および後期高齢者医療保険料の納付について
の相談に応じます。

8月30日㈯
8：30～12：00

　 保 険 料 課
( 市 役 所 1 階 )
☎30-6137

9月3日㈬
13：30～16：30

近畿税理士会税務相談センター
無 料 税 務 相 談

　 税 務 課 会 議 室
（ 市 役 所 ２ 階 ）

確定申告や医療費控除、相続税、贈与税など税全般に関
する相談　※1人30分。電話による予約制（相談日前日ま
で受付。先着6人）
　税務課市民税係☎30-6140、FAX22-3052

日 曜 納 税 相 談 毎月1回、日曜日に相談窓口を設けて、市税の納付につい
ての相談に応じます。

8月31日㈰
10：00～16：00

　 納 　 税 　 課
( 市 役 所 2 階 )
☎30-6109

う つ 病 相 談
うつ病は全ての人に起こりうる身近な問題です。心に不
安を持つ本人や家族の相談に応じ、医療・保健・福祉の
側面から個別に援助を行います。（予約制）

8月8日㈮
14：00～15：30

ひ き こ も り 相 談 9月11日㈭
13：00～15：00

おおむね 16 歳以上で、対人関係を持てなかったり、社
会からひきこもりがちになって悩んでいる人や、その家
族の相談に医師や保健師が応じます。（予約制）

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁
護委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-0242

9月3日㈬、同17日㈬
13：00～15：00

相 談 室
( 市 役 所 １ 階 )

相続に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関すること
など）の相談に応じます。（予約制。9月3日㈬８：30から）
※市内在住、在勤者に限定

行政書士無料相談会
相 続 手 続 相 談

9月12日㈮
13：00～15：00

行政相談委員による
行 政 相 談

9月8日㈪
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます。※市内在住、在勤者に限定

9月19日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます。（予約制。9月10日㈬ 8：30から先着6人）
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記

担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を
受けている場合などは、相談が受けられないことがあり
ます。（予約制。9月17日㈬8：30から先着6人）
相談料：１回（30分）5,400円（相談日にお支払いください）
　※市内在住、在勤者に限定

9月26日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

　まちづくり推進室
( 市 役 所 １ 階 )
   ☎30-6117
FAX22-1398

労 働 法 律 相 談
職場における悩み事・仕事上困難な問題について、弁護
士が相談に応じます。（予約制。8月19日㈫9：00から先
着3人）※月曜日は休館日。月曜日が祝日の場合は翌日が休館
日　☎26-7272　FAX26-7377

9月5日㈮
18：30～20：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます。（電話相談）

毎週月・水曜日（祝日は除く）
14：00～17：00

子どもと親の悩みの
相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相 談 専 用 電 話）

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相 談 専 用 電 話）

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（ 　 福 祉 センタ ー ）
    ☎23-7838
FAX26-1768

多重債務問題や架空請求への対処、悪質商法の被害、ク
－リング・オフの方法など、消費生活や契約のトラブル
に関する相談に応じます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談
　　　　　生　活　環　境　課
消費生活相談窓口
( 市 役 所 １ 階 )
☎30-6144

司法書士
無 料 法 律 相 談

相続、金銭消費貸借、サラ金、クレジット、少額裁判な
どの法律相談に応じます。（３週間前から予約受付）　
１人45分
司法書士総合相談センター彦根☎077-527-5576

彦 根 勤 労 福 祉 会 館
（ 大 東 町 ）
２ 階 研 修 室

9月20日㈯
9：30～12：30
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頭
部
を
守
る
兜か

ぶ
と

は
、
頭
を
す
っ
ぽ
り
覆

う
鉢は

ち

と
、
首
の
後
ろ
を
守
る
た
め
の
𩊱し

こ
ろ

と

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
構
造

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
形
は
時
代
ご
と
に

変
化
し
ま
す
。

　

特
に
、
鉢
の
形
は
室
町
時
代
末
期
に
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

平
安
時
代
に
登
場
し
た
複
数
の
鉄
板
を
鋲

び
ょ
う

で
留
め
た
星ほ

し

兜か
ぶ
とや
、
星
兜
の
鋲
を
な
め
ら

か
に
仕
上
げ
た
筋す

じ

兜か
ぶ
とが
主
流
で
し
た
。

　

室
町
時
代
末
期
は
、
度
重
な
る
合
戦
に

加
え
、
鉄
砲
と
い
う
新
た
な
武
器
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

頑
丈
な
兜
が
必
要
と
さ
れ
、
鉄
板
の
枚
数

を
増
や
し
た
強
度
の
高
い
星
兜
や
筋
兜
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
甲か

っ

冑ち
ゅ
うの
需
要
も
高
ま
り
、
大
量

に
生
産
が
可
能
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉄
板
を

効
率
良
く
組
み
、
少
な
い
枚
数
で
制
作
で

き
る
頭ず

形な
り

兜か
ぶ
とな
ど
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
機
能
性
を
重
視
し
た
鉢

に
対
し
、
風
変
わ
り
な
鉢
や
奇
抜
な
立た

て

物も
の

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
変
わ
り
兜
の
ほ
か
、

西
欧
風
の
兜
鉢
も
流
行
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
兜
は
、
戦
場
に
お
い
て
目
を
引
く
、

あ
る
い
は
武ぶ

威い

を
強
調
す
る
た
め
に
制
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

装
飾
性
重
視
の
鉢
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
兜
の
鉢
は
、
戦
国
の
世
に

突
入
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
多
種
多
様
な

も
の
が
作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
鉢
の
兜
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

彦
根
藩
の
場
合
、
歴
代
藩
主
が
用
い
た
兜

は
、
金
色
の
大お

お

天て
ん

衝つ
き

を
脇わ

き

立だ
て

と
す
る
た
め

に
、
変
わ
り
兜
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
鉢
に
は
機
能
的
な
頭
形
兜
を
用

い
ま
す
。
藩
士
の
場
合
、
管
見
の
限
り
で

は
頭
形
兜
が
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
兜
鉢
も
確
認
さ
れ
ま
す
。
よ

り
堅
固
に
す
る
た
め
、
60
枚
以
上
の
鉄
板

を
寄
せ
た
星
兜
（
写
真
１
）
や
筋
兜
、
西
欧

風
の
兜
鉢
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

中
に
は
変
わ
り
兜
も
あ
り
ま
し
た

（
写
真
２
）。
彩
色
に
注
目
す
る
と
、

一
部
を
金
色
で
加
飾
し
た
り
、
鉄

板
部
分
を
素
地
の
ま
ま
仕
上
げ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

二
代
井い

伊い

直な
お

孝た
か

以
来
、
代
替
わ

り
ご
と
に
出
さ
れ
た
井
伊
家
の
軍

法
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
、
藩

士
が
所
用
す
る
武
具
の
形
態
を
定

め
て
い
ま
し
た
。
兜
の
場
合
、
正

面
に
金
色
の
天
衝
を
装
着
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
点
を
守
れ
ば
、残

り
の
部
分
は
「
す
き
（
好
）
次
第
」
と
し

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
、
鉢
の
デ
ザ
イ
ン
は

藩
士
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
藩
士
に
判
断
を
委
ね
た
箇
所

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
藩
士
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図

や
好
み
が
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
先
祖
代
々
の
デ

ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
機
能
性
や
装
飾
性
、
あ
る
い
は
流
行

な
ど
、
彼
ら
が
重
視
し
た
も
の
を
種
々
の

兜
鉢
を
通
じ
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
井
伊
の
赤あ

か

備ぞ
な

え
」
と
し
て
知
ら
れ
る

井
伊
家
の
軍
勢
は
、
甲
冑
が
朱
色
で
統
一

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
兜
な
ど
の
各
所
に
目
を
向
け
る
と
、

実
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
も
の
だ
っ
た
の

で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

兜
い
ろ
い
ろ 

―
彦
根
藩
士
の
兜
―

▲写真１　星兜（三
みつ
居
い
孫
まご
太
だ
夫
ゆう
家伝来甲冑　部分）

▼写真２　細長い鉢の変わり兜の図（井伊家伝来資料）

　

写
真
の
作
品
は
、
企
画
展
「
彦
根

藩
士
の
甲
冑
―
赤
備
え
の
家
臣
団
―
」

で
８
月
26
日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
。（
期
間
中
無
休
）

8月29日㈮～9月30日㈫　
　テーマ展「武家の祝い－彦根藩の祝賀行事－」

【開催中】～8月26日㈫　　　　　                    かっちゅう　　　　　　　　
　企画展「彦根藩士の甲冑－赤備えの家臣団－」

　瀬戸で焼かれた茶入。
茶人小堀遠州（こぼりえんしゅ
う）による「手分け（てわけ）」
という分類で、「夏山」手
（なつやまで）の最も優れた茶
入として選ばれた作品です。
褐釉（かつゆう）の上に黒飴釉（くろあめゆう）が勢いよく流
し掛けられ、目を引く景色を形作っています。

常

設

展

示

の

名

品

企

画

展

・

テ

ー

マ

展

ひこねじょうおもてごてんおもてむきえず
彦根城表御殿表向絵図▶

※8月26日㈫～28日㈭は、展示替えのため一部閉室しています。

【展示中】～8月26日㈫  
　こ　せ　と　かたつきちゃいれ

古瀬戸肩衝茶入
めい　なつやま

銘夏山

ギャラリートーク「武家の祝い－彦根藩の祝賀行事－」
8月30日㈯　14：00～15：00
　解説：彦根城博物館学芸員
　※事前申し込みは不要です。当日、当館展示室１
　　にお集まりください。

観覧料が必要です

9月6日㈯　16：00～　グランドホール
高嶋ちさ子　12人のヴァイオリニスト「COLORS」

　“観ても、聴いても、美しく、楽しい、
ヴァイオリンアンサンブル”彦根公演を
皮切りに全国ツアーがスタート！
　　　　高嶋ちさ子、12人のヴァイオリニスト、
　　　　村松亜紀（ピアノ）
　　　　　一　般4,000円　高校生以下2,000円
【発売中】　友の会3,600円　高校生以下1,800円
※当日料金は、それぞれ500円増 ※３歳未満入場不可
※開演時刻が変更になりました。ご了承ください。

9月14日㈰　16：00～　グランドホール
小曽根真 featuring No Name Horses

「10th anniversary tour “Road”」
　平成２５年度文部科学大臣賞を受賞した世界
的ジャズピアニスト・小曽根真率いるスーパー
ビッグバンドの結成10周年ツアー。エンタテイ
ンメントあふれるステージをお楽しみください。

一般6,000円　友の会5,400円
【発売中】　※未就学児入場不可

8月10日㈰　15：00～　グランドホール
劇団四季ファミリーミュージカル「ふたりのロッテ」

S席　大人4,500円（友の会4,000円） こども3,000円（友の会2,700円）
A席　大人3,500円（友の会3,000円） こども2,000円（友の会1,800円）
※３歳未満入場不可・こども料金は３歳以上小学生以下
公演当日、リハーサル見学会を開催します。作品がどのように
作られるかご紹介。詳細は上記までお問い合わせください。

８月23日㈯　14：00～　エコーホール
エコーホールピアノメンバー第５回演奏会「A Piacere!」

　ホールの優れた建築音響で練習を重ねたメンバーの成果発表。
一般500円　 【発売中】　学生無料

10月29日㈬　19：00～　グランドホール
コンドルズ彦根スペシャル公演「グランドスラム」

　ダンス、映像、コント。今、最も熱い人気カンパニー
“コンドルズ”がベスト版で彦根初参上。必見！！
一般4,500円 【8月2日㈯発売開始】　友の会4,000円【発売中】
※未就学児入場不可

11月22日㈯　14：30～　みずほ文化センター
桂吉弥「彦根亭落語会」in みずほ文化センター

一　般　シングル2,800円　　友の会　シングル2,520円 
　　　　ペ　　ア4,400円　　　　　　ペ　　ア3,960円
　 【8月30日㈯発売開始】　　【8月23日㈯発売開始】
※未就学児入場不可　　　
※ペア券はひこね市文化プラザとみずほ文化センターのみ発売。

チ
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出演

指定

指定

指定

指定

自由

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

8月の休館日　　4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ

　彦根藩では、新年や藩
主国入りなどの吉事に際
し、藩を挙げての祝賀行
事を行っていました。藩
主と藩士の対面、祝儀品
の下賜といった事例から、
武士社会の祝儀について
明らかにします。

9月12日㈮
19：00～
グランドホール

一般7,560円　友の会 7,400円
【発売中】　※未就学児入場不可
指定

指定

注目の
イベント☞

Hikone City Culture Plaza〈H.C.C.P音・楽・月・間〉

【
発
売
中
】

（　　　）

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

　常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来
した名宝を中心に、80点余りを展示
しています。

-常設展示の名品-“ほんもの”

との出会い

URL http://www.city.hikone.shiga.jp/category/6-1-0-0-0.html
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  健康推進課（八坂町　彦根市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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日時
実施日

8月22日㈮
8月25日㈪
8月27日㈬
8月28日㈭
8月30日㈯
9月　1日㈪
9月　4日㈭

9月10日㈬

場　 　所
西 中 学 校
東 山 会 館
南 地 区 公 民 館
市 民 会 館
くすのきセンター
高宮地域文化センター
西 地 区 公 民 館

中 地 区 公 民 館

受付時間

　9：30～11：00

　9：30～11：00
13：00～14：30

対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する
人（年齢は平成27年3月31日基準）
◆健康診査（問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、

血液検査、内科診察）　　
①昭和 50 年 4 月 1 日～平成 8 年 4 月 1 日生まれ
の人

②昭和 14 年 4 月 2日～昭和 50 年 3 月 31日生ま
れの生活保護受給者（彦根市に住民登録はないが、彦根
市に在住している人を含む）

◆結核健康診断　
　昭和25年3月31日以前に生まれた人
◆肺がん検診　　
　昭和 25 年 4 月 1日～昭和 50 年 3 月 31日生ま

れの人
◆肝炎ウイルス検診
　①　40・45・50・55・60 歳の人で、過去に彦

根市の肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象
者には5月下旬に通知しています）

　②　①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に彦根
市の肝炎ウイルス検診を受けていない人（検診の 1
週間前までに　健康推進課に電話か FAX で申し込んでく
ださい）

各種健康診査（特定健康診査・健康診査・肝炎ウイル
ス検診）と各種がん検診（子宮頸がん・乳がん・胃がん・
大腸がん・肺がん）が同時に受けられます。がん検診は、
予約が必要です（8月1日㈮から受付）。

総 合 健 診

※骨粗しょう症検診も同日開催

実施日
 9月27日㈯
10月11日㈯
10月25日㈯

場所

くすのき
センター

受付時間

9：30～
11：00

対象
　女性※
女性

男性・女性

日時

１つだけの健診でも受診できますが、なるべく健
康診査とがん検診を同時に受診してください。
「市民健康診査」「総合健診」や、「がん検診・骨
粗しょう症検診（集団検診）」の検診料、対象者、持ち物、
注意事項や無料になる人など詳しくは、広報ひこね
５月１５日号と同時に配布した「平成２６年度彦根
市健康診査・がん検診のお知らせ」をご覧ください。

　健診は、健康状態を知る第一歩です。年に 1 回は健
診を受けましょう。

市　民　健　康　診　査
（健康診査・結核健康診断・肺がん検診・肝炎ウイルス検診）

〜管理栄養士による食生活アドバイス〜

健診結果などで、血糖値、中性脂肪、悪玉コレス
テロール値や血圧が高かった人、また体重の増加が
気になる人など、この機会に日頃の食生活を見直し
てみませんか。

日時　9月8日㈪、26 日㈮ 9：00 ～、10：20 ～
〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。
申込・問い合わせ先　 健康推進課

栄 養 相 談

喫煙は、ニコチン依存です。「タバコのない新しい生活」、
「タバコのない新しい自分」に出会うための一歩を応援し
ます。
日時　9月10日㈬ 9：00 ～、10：00 ～、11：00 ～
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃度測定）

　▶たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス
申込・問い合わせ先　 健康推進課

らくらく禁 煙 相 談

　妊娠中は、歯周病にかかりやすいといわれていま
す。歯科健診や正しいブラッシング指導を受けてみ
ませんか。妊婦さんどうしの交流もあります。
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の妊婦
日時　8月28日㈭ 13：30 ～ 15：30

      （受付 13:15 ～ 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
申込期間　8月1日㈮～同22日㈮
持ち物　母子健康手帳、手鏡、
　歯ブラシ、コップ、口ふきタオル
申込　必要
その他　託児はありません。
申込・問い合わせ先　 健康推進課

▲マタニティママの
歯科健診の申し込
みＱＲコード

マタニティママの歯科検診

図書館休館日
（9月）

1日㈪、8日㈪、15日（月・祝）、22日㈪、
23日（火・祝）、25日㈭、29日㈪

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
※駐車場での駐車時間は、１か所当たり30～40分間です。

2日㈫

3日㈬

4日㈭

5日㈮

9日㈫

10日㈬

11日㈭

12日㈮

16日㈫

17日㈬

18日㈭

19日㈮

20日㈯

24日㈬

26日㈮

30日㈫

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

9月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

1日㈪

2日㈫

3日㈬

4日㈭

5日㈮

8日㈪

9日㈫

10日㈬

11日㈭

12日㈮

16日㈫

17日㈬

18日㈭

19日㈮

22日㈪

24日㈬
25日㈭
26日㈮
29日㈪
30日㈫

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁
目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、
松原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、芹、安清、三津屋、野瀬、西今、
西今（伊庭団地）、須越
里根、外、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、
池州、野田山、八坂、須越、西今、開出今（蔵の町
団地）、八坂東団地、正法寺、幸
地蔵、小泉（開出）、山之脇、芹川（北・南・大仏・
千鳥ヶ丘）、宇尾、竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八
坂東団地、里根、外、開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上・下）、
開出今、甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東
部）、中央（第２・３部）、大東、錦（第１部）、京町一
丁目、京町二丁目、京町三丁目、甘呂、清崎（東・西・
清崎団地）、開出今（1部）、八坂北、地蔵
城町二丁目、栄町二丁目、正法寺（太平団地）、馬場一丁
目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、開出今（1部）、日夏
和田、佐和、小泉、戸賀、長曽根南、京町一丁目、
京町二丁目、京町三丁目、大東、錦、中央、大藪、日夏、
賀田山（大山・小山・茂賀・小田部）
新、芹中、小泉、平田（南・中）、中藪、日夏、金沢（林・中下・
長江）、田原、金田、石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、尾末、中藪、
元、船、旭、佐和
平田（北・西）、岡、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、稲部
（東）、鳥居本地区、彦富（笹田団地を除く）
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、
古沢（佐和山東・佐和山西）、柳川、上西川、下西川、彦富、
西沼波（出屋敷）、大堀
柳川、上西川、下西川、稲部（稲部）、稲里、東沼波、
西沼波（本郷住宅）、大堀、鳥居本地区、太堂、千尋、
肥田（西肥田を除く）、古沢（東山・松縄手・沢・駅東・
三ノ丸）

錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁
目、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

9月

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日です）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
　することがありますが、ご了承ください。
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辻つ
じ

井い

　
玲れ

奈な

ち
ゃ
ん

（
清
崎
町
）

馬ば

場ば

美み

月づ
き

ち
ゃ
ん

（
長
曽
根
町
）

鈴す
ず

木き 

菜な

な々

芭は

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

9 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　
子育てに関する情報交換や、友だ
ちづくり
日時　9月2日㈫　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　　子どもセンター多目的室
対象　市内に住民登録のある２～
6か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル

☆母子健康手帳をお持ちください
日時　9月11日㈭・同25日㈭
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター1階
※栄養士に相談できる日は、
　9月25日㈭です。

日時　9月19日㈮
　　　9：30～11：00
場所　東山会館

日時　9月30日㈫
　　　9：30～11：00
場所　人権・福祉交流会館

～１日２回食に進みましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は1人1回限りです。
日時　9月5日㈮　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　くすのきセンター2階
対象　市内に住民登録のある７～
８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※４か月児健診以外は、
個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は
歯ブラシとコップを
お持ちください。問
診票に「ささやき声
検査」の結果をご記
入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗ったビンなど
に入れてお持ちくだ
さい。

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

赤ちゃんサロン

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室

申込期間　8月1日㈮～同11日㈪
申込方法　　健康推進課に電話か
FAX。QR コード対応の携帯電
話を使って申し込むこともでき
ます。　

　※託児はありません。

▶パパママ学級の
　申し込みＱＲコード

パ パ マ マ 学 級

　赤ちゃんのお世話（お風呂、おむ
つ交換、だっこの仕方）や交流会をし
ます。
日時　9月13日㈯
　　　　9：30～12：00
　　　 （受付9：15～9：30）
場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠
24週以降の夫婦

定員　18 組（申込者多数の場合は、
予定日が近い人、第１子の人を優先
します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康
手帳

健　診　名 実施日 対　　　　　　象

場　　所　くすのきセンター1階

４ か 月 児

10か月児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　13  ：  00～14  ：  00

平成26年 31月 日～ 月 日生

平成25年

平成25年

平成26年

　5 　5

16日㈫

30日㈫

10日㈬

17日㈬

12日㈮

19日㈮

11日㈭

18日㈭

8日㈪

22日㈪

16

30月 日～ 月 日生16

月 日～ 月 日生　1　5 　5 15

月 日～　1 月 日生11 15

平成24年

平成24年

月

29月 日～ 月 日生

月 日～2 月 日生　1

　1

月

2

2

平成25年 月 日～2 日生2

15

16

月 日～2 日生　1平成23年 2 15

平成25年 月月 日～2 16 2 28

2

月 日～2 日生平成23年 2 2816 月

日生

15

11

11 11

が ん 検 診 ・ 骨 粗 し ょ う 症 検 診 （ 集 団 検 診 ）

検診料
　各がん検診 500円（ただし、肺がん検診のみ200円）
　骨粗しょう症検診　600円
対象者（年齢は平成27年３月31日時点）
●胃・大腸・肺がん検診　　　　　　 40歳以上の人
●乳がん検診（2年に1回の検診）　　　40歳以上の女性
●子宮頸がん検診（2年に1回の検診）　20歳以上の女性
●骨粗しょう症検診（5年に1回の検診）
　30、35、40、45、50、55、60、65、70歳の女性

今年度から、がん検診をワンコイン（500円）で受けることができるようになりました。

◆予約受付期間は、8月1日㈮から検診日の1週間前までです（先着順・要予約）。
◆待ち時間を短くするため、男女別の日を設定しています。夫婦などで、同じ検診日を希望される場合は、10
月25日㈯を選んでいただくか、　健康推進課までご相談ください。

◆大腸がん検診は、検診日であれば性別に関わらず予約できます。また、家族による検便容器の代理提出でも
受けられます。

▶特定健康診査を受ける場合、5月末に40～74歳の国民健康保険加入者に送付する「特定健康診査受診券」「質問票」「健康保険証」
をお持ちください。その他の医療保険加入者は、ご加入の医療保険者に確認してください。
▶骨粗しょう症検診は9月まで、特定健診（集団）は10月までの実施です。予約にはご注意ください。
▶検診当日の午前7時までに暴風雨警報が発令された場合、検診は中止になります。
▶がん検診無料クーポン券の対象者を拡大しました。該当する人には、すでにがん検診無料クーポン券を発送しています。詳しい
内容については彦根市ホームページを確認ください。なお、平成 26 年 4 月 20 日以降に彦根市に転入された人で、すでに他市
町からがん検診無料クーポン券が送られてきた人は、　健康推進課までご連絡ください。

受付時間
●を選んだ人
　Ⓐ9：00～　   Ⓑ9：40～
　Ⓒ10：20～　Ⓓ11：00～
○を選んだ人
　Ⓐ9：00～　Ⓑ10：00～
◎を選んだ人
　Ⓐ（特定健診と同時受診）9：00～
　Ⓑ（がん検診のみ受診）10：00～

【男性の日程】

30日㈫
3日㈮
15日㈬
25日㈯
17日㈪
10日㈬

会　場

福祉センター
福祉センター
くすのきセンター
くすのきセンター
くすのきセンター
くすのきセンター

午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 ※特定

　健診

※○の日は特定健康診査とがん検診を組み合わせて申し込んでください。がん検診のみ希望する人は、待ち
時間の少ない●の日に受診してください。

○

◎

●

○

◎

○

●

●

●

○

◎

○

●

●

○

●

◎

○

●

●

○

9日㈫

19日㈮
　27日㈯
30日㈫
11日㈯

　　16日㈭
25日㈯

28日㈫

11日㈫

14日㈮

27日㈭
5日㈮
11日㈭
19日㈮

会　場

福祉センター

グリーンピアひこね
くすのきセンター
福祉センター
くすのきセンター
福祉センター
くすのきセンター

福祉センター

福祉センター

福祉センター

福祉センター

福祉センター

午前
午後
午前
午前
午後
午前
午前
午前
午前
午後
午前
午前
午後
午前

午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 ※特定

　健診乳がん 子宮頸
がん

骨粗
しょう症 受付時間

◆を選んだ人　
　9：00～

◇を選んだ人　
　13：00～

◎を選んだ人
Ⓐ（特定健診と　
　　　同時受診）

　　　9：00～
Ⓑ（がん・骨粗しょ
う症検診のみ受診）

　　10：00～

【女性の日程】※◆、◎の日はがん検診を3つ以上組み合わせて申し込んでください。1、２種類のみ希望する人は、待ち時間の少ない◇の日に受診してください。

◇

◇

◎

◎

◎

◎

◆

◎

◆

◆

◆

◆

◎

◎

◆

◆
◆

◎

◆
◇
◆

◇

◆

◆
◇

◆

◎

◎

◆
◇
◆
◆

◎

◆

◆

◆

◆

◆

◎

◎

◆

◆
◆

◆
◇
◆

◇

◆

◆
◇

◆

◎

◎

◎
◆
◇
◆
◆

◆
◇
◆

◇

◆

◆
◇

◆

◎

◎

◎
◆
◇
◆
◆

がん検診予約専用電話

2 4 - 3 7 1 9
み　な　い　く

　予約開始日の8月1日㈮は、多くの申し込
みが予想され、電話がつながりにくくなり
ます。FAX(24-5870)や窓口で申し込みも
可能ですのでご利用ください。

ふうふ　しりあい

9月

10月
　　
11月
12月

9月

10月
　　

11月

12月
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表
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の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成26年7 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,560 人  （＋　 5）
　 55,548 人（− 28）

57,012 人（＋ 33）
45,204 世帯 （ ＋ 22）

今月の納税 市県民税（第 2 期） 9月1日㈪までに納めましょう
※口座振替ではない人で、納付書が届いていなければ、ご連絡ください。

   問い合わせ先  税務課☎30-6140、FAX22-1398

井伊直
なお

弼
すけ

と彦根藩士をテーマに描かれた映画
『柘

ざく

榴
ろ

坂
ざか

の仇
あだ

討
うち

」（出演：中井貴一、阿部寛、広末涼子、
中村吉右衛門ほか）。9 月 20 日㈯からの映画公開
に先駆けて、夏休み期間中、記念特別展を開催
しています。
期間　8 月 31 日㈰まで
時間　10：00 ～ 19：00
場所　四番町ダイニング３階（四番町スクエア内）

内容　映画に使用された小道具、劇中のスチー
ル写真パネル等の展示。特報・予告・メイキ
ングＤＶＤの連続放映。

問い合わせ先　㈱四番町スクエア☎ 27-7755
　 観光振興課☎ 30-6120、FAX24-9676

映画「柘榴坂の仇討」公開記念特別展

Ⓒ 2014 映画「柘榴坂の仇討」製作委員会

◀
９
月
20
日
㈯

　

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

湖
東
圏
域
の
魅
力
を
い
か
す

た
め
、
圏
域
を
縦
断
す
る
近
江

鉄
道
や
中
山
道
な
ど
の
街
道
な

ど
を
基
軸
と
し
た
エ
コ
な
観
光

に
着
目
し
て
い
ま
す
。
滞
在
を

目
的
と
し
た
「
着
地
型
の
観
光

振
興
」
に
よ
る
交
流
人
口
（
地

域
に
訪
れ
る
人
の
数
）
の
増
加
や

滞
在
型
観
光
を
目
指
し
ま
す
。

び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協
議
会

圏
域
の
観
光
資
源
で
あ
る
彦

根
城
、
多
賀
大
社
、
湖
東
三
山

な
ど
を
活
用
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
よ
る
ま
ち
歩
き
を
実
施

し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線

の
車
両
の
広
告
を
独
占
し
て
圏
域

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
部
に
住
む
中
学

生
な
ど
に
、
修
学
旅
行
で
田
植

え
や
野
菜
の
収
穫
な
ど
の
農
作

業
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
地
元

の
人
々
と
交
流
す
る
農
家
民
泊

（
体
験
型
観
光
）
の
受
け
入
れ
に

も
力
を
入
れ
、
教
育
旅
行
の
誘

致
を
進
め
て
い
ま
す
。

湖
東
圏
域
エ
コ
交
通
推
進
事
業

　

圏
域
内
の
近
江
鉄
道
の
各
駅

や
、
観
光
施
設
な
ど
で
乗
り
捨

て
で
き
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

「
め
ぐ
り
ん
こ
」
を
設
置
し
、来
訪

者
の
利
便
性
向
上
と
、
自
転
車

で
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
る

滞
在
時
間
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
を
起
点
と
し
た
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
拠
点
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通

機
関
や
自
転
車
を
活
用
し
た
ス

ロ
ー
で
エ
コ
な
観
光
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興

課
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

▲吊り下げ広告で湖東圏域の魅力
をアピール

観
光
振
興
と
交
流
促
進

「
で
き
る
こ
と
な
ら
自
宅
で

療
養
し
た
い
」
と
の
思
い
を

応
援
し
ま
す

表
紙
の
写
真
は
、
訪
問
看
護
師

が
、
自
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
の

と
こ
ろ
に
訪
問
す
る
と
き
に
持
っ

て
行
く
医
療
器
具
で
す
。

近
年
、病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
も
、
医
療
や

介
護
保
険
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
利
用
し
て
、
本
人
の
望
む
生

活
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
に
目
が

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

住
み
慣
れ
た
場
所
で
療
養
生
活

を
送
る
こ
と
、
今
か
ら
少
し
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。　


